
平成２０年度 リサーチフェロー等研究発表会 プログラム

平成 2１年 3月 1１日（水）9：30～ 理学部３号館７０１室
時間 発表者 発表タイトル

伊藤 浩史

(お茶大ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ)
試験管内の体内時計

西村 拓史

(お茶大ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ)
原子・分子・光子からなる量子気体の物理学の理論的研究

Ralf Toenjes

(お茶大ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ)
Synchronization in Complex Networks

9：30

～10：30

神原 啓介

(お茶大ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ)
感じるコンピュータ

ザイ ウカ

(特設遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｺｰｽ)
中国の中学生の生活意識に関する調査

野田 有紀子

(教育研究特設センター)

大学院教育改革プログラム「日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成

（ＪＣＳ）」平成２０年度活動報告

佐野 琴音

(日本学術振興会 PD)
肝再生におけるビトロネクチンの糖鎖構造変化と組織再生調節

10：30

～11：30

朝倉 三枝

(日本学術振興会 PD)

ソニア・ドローネーの服飾芸術：

テキスタイル・デザインにみるアール・デコ期の女性表象

休憩

大西 孝明

(生命情報学教育研究ｾﾝﾀｰ)

タンパク質の高精度立体構造モデリング手法の開発

－アクチンの立体構造の比較－

殿井 貴之

(ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ養成教育研究ｾﾝﾀ)
光学活性含フッ素アミノ酸類の新規合成法の開発

嶺崎 寛子

(日本学術振興会 PD)

エジプト社会におけるジェンダー秩序とその再編のダイナミクス

－宗教言説とその変容－

坂口 菊恵

(日本学術振興会 PD)
女性の性行動・社会行動の類型に関する社会生理心理学的研究

古田 徹也

(日本学術振興会 PD)
“言葉の意味とは何か”という問題を巡るいくつかの見解について

13：00

～14：30

児玉 暁

(日本学術振興会 PD)
科学的エビデンスに基づくライフスタイル改善指導による健康増進効果の検討

中村 妙子

(比較社会文化学専攻)
勢力均衡構図からシリア統一へ －－中世シリア社会の変容と十字軍－－

14：30

～15：00

池田 広子

(比較社会文化学専攻)
未定

休憩

中川 直子

(ライフサイエンス専攻)
水利用機器を考慮した家庭用水使用量予測 －東京都におけるｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ－

柳井 佳奈

(理学専攻)
未定

藤川 玲満

(比較社会文化学専攻)
秋里籬島の伝記に関して

倉田 容子

(比較社会文化学専攻)
1990 年代以降の老女表象 －ジェンダー／エイジング批評の視座から－

由田 和津子

(ライフサイエンス専攻)
プロアントシアニジン合成を制御するミヤコグサ TT2 多重遺伝子族の解析

15：15

～16：45

照沼 幸子

(理学専攻)
ストリング理論を用いたハドロン物理の研究

16：45

～17：00

葦沢 玲子

(女性研究者支援プロジェクト

推進室･情報バンク）

科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業

ＣＯＳＭＯＳの活動報告




